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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

5 件
91 名

12 件
84 名

東食協ホームページ　 https://www.toshoku.or.jp

　

東
京
都
は
、
都
民
、
事
業
者
及
び
行
政
が

食
の
安
全
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
考
え

る
場
と
し
て
、毎
年「
食
の
安
全
都
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
８
年
１
月
28
日
に
健
康

安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
「
健
康
食
品
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
健

康
食
品
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」
を
参
加
者
に
考

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１  

第
１
部  

基
調
講
演

　

基
調
講
演
1
つ
目
は
、
元
昭
和
女
子
大
学

食
健
康
科
学
部
教
授
の
梅
垣
敬
三
氏
に
「
健

康
食
品
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
食
品
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
い
う
名
称
に
は
法
令
上
の

定
義
が
な
い
こ
と
、保
健
機
能
食
品
の
概
要
、

医
薬
品
と
の
違
い
な
ど
、
健
康
食
品
に
関
す

る
基
礎
的
な
内
容
の
ほ
か
、
実
際
の
利
用
に

お
け
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

安
全
で
効
果
的
に
利
用
す
る
た
め
の
考
え

方
と
し
て
、
通
常
の
食
品
形
状
の
健
康
食
品

は
体
積
や
味
・
香
り
が
あ
り
、
人
の
嗜
好
性

が
伴
う
た
め
特
定
成
分
を
過
剰
量
摂
取
す
る

可
能
性
は
低
い
と
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
食
品
に
よ
る
健
康
被
害
の
原

因
究
明
を
難
し
く
し
て
い
る
最
大
の
要
因
と

し
て
利
用
状
況
の
把
握
が
十
分
で
な
い
点
を

挙
げ
、
利
用
者
に
対
し
て
、
健
康
食
品
を
利

用
し
た
場
合
に
は
、
利
用
状
況
（
製
品
名
・

利
用
日
）、
体
調
や
気
に
な
る
事
項
等
の
記

録
を
メ
モ
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
を
推
奨
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
記
録
を
残
す
こ
と
で
、
体

調
不
良
時
の
利
用
中
止
の
判
断
や
、
医
薬
品

と
の
飲
み
合
わ
せ
に
関
す
る
問
題
の
推
定
に

も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

基
調
講
演
２
つ
目
は
、
福
島
大
学
農
学
群

食
農
学
類
准
教
授
の
種
村
菜
奈
枝
氏
よ
り

「
健
康
食
品
に
潜
む
リ
ス
ク
と
消
費
者
心
理
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
薬

品
と
の
併
用
や
妊
娠
し
て
い
る
場
合
な
ど
、

利
用
に
あ
た
り
注
意
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く
ご
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
体
調
が
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ

た
際
に
は
、
そ
れ
が
い
つ
か
ら
生
じ
た
の
か

を
確
認
し
、
健
康
食
品
の
利
用
開
始
後
で
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
利
用
を
中
止
す
る
こ
と
、
体

調
が
悪
け
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
先
と
し
て
、
最
寄
り
の
保
健
所
や
健
康

食
品
の
販
売
元
、か
か
り
つ
け
薬
局
の
ほ
か
、

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
※
に
つ
い
て
も

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２  

第
２
部  �

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

　

第
２
部
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
戸
部
依
子
氏
を
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
基
調
講
演
の
講
師
を
迎
え

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

前
半
は
、
申
込
時
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に

対
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
回
答
を
し
ま
し
た
。

例
え
ば
「
健
康
食
品
を
利
用
し
て
い
て
何
か

症
状
が
出
て
も
“
自
分
は
大
丈
夫
”
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
人
に
対
し
、
意
識
の
変
化
を

促
す
効
果
的
な
方
法
は
あ
る
か
」
と
の
質
問

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
種
村
氏

か
ら
は
「
信
念
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
る
場

合
、
利
用
中
止
を
勧
め
る
と
、
か
え
っ
て
反

発
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
の
重
さ

に
応
じ
た
対
応
は
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
本

人
の
自
立
性
を
尊
重
し
つ
つ
頭
ご
な
し
に
否

定
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、

“
も
し
体
調
に
変
化
が
あ
れ
ば
一
度
中
止
す

る
”
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
ご
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
身
近
で
起
こ
り
う
る
事
例
に
つ

い
て
「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」
を
会
場
の

参
加
者
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
回
答
結
果
を

踏
ま
え
て
パ
ネ
リ
ス
ト
と
意
見
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
共
有
し
た
事
例
を
１
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。「
血
圧
の
薬
を
服
用
中
に
、
家
族
が

血
圧
の
高
め
の
方
に
お
す
す
め
の
青
汁
を
購

入
し
た
（
図
１
）」
場
合
に
つ
い
て
、
参
加

者
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
果
（
図
２
）
を
踏
ま
え
、
梅

垣
氏
か
ら
は
「
服
用
中
の
薬
を
自
己
判
断
で

や
め
る
こ
と
は
避
け
て
ほ
し
い
で
す
。
青
汁

は
一
般
的
に
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
傾
向

が
あ
り
、
そ
の
含
有
量
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
腎
機
能
障
害
の
あ
る
方
な
ど
が
安
易
に

利
用
す
る
と
、
健
康
に
悪
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

は
、
利
用
前
に
必
ず
主
治
医
に
ご
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」
と
の
ご
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
食
の
安
全
都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
７
年
度
食
の
安
全
都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

「「��

迷
っ
た
と
き
の
ヒ
ン
ト
！
健
康
食
品
と
の

迷
っ
た
と
き
の
ヒ
ン
ト
！
健
康
食
品
と
の

付
き
合
い
方
」
を
開
催
し
ま
し
た

付
き
合
い
方
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

３  

都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

　

健
康
的
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
ま

ず
は
普
段
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
適
度

な
運
動
と
休
養
を
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
健
康
食
品
は
、
そ
う
し
た
日
々
の
習
慣

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
上
手

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、
今
回
の

都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
梅

垣
氏
と
種
村
氏
は
ご
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
健
康
食
品

に
つ
い
て
、
本
当
に
自
分
に
と
っ
て
必
要

か
ど
う
か
、
常
に
考
え
る
事
が
大
切
だ
と

思
っ
た
」「
サ
プ
リ
を
利
用
し
た
ら
体
調
を

メ
モ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
ご
自

身
の
健
康
食
品
と
の
向
き
合
い
方
を
見
直
し

た
、
前
向
き
な
意
識
変
化
を
示
す
御
意
見
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
の
お
知
ら
せ

　

都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
１
部
基
調
講
演
に

つ
い
て
は
、
後
日
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
東
京
動
画
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
ら
、
こ
ち
ら
の
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。

　

令
和
７
年
度
食
の
安

全
都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
特

設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
「
健
康
食
品
手
帳
」
の
ス
ス
メ

　

東
京
都
で
は
、
健
康
食
品
を
安
全
に
利
用

す
る
た
め
に
、
利
用
し
て
い
る
健
康
食
品
の

製
品
名
、
利
用
期
間
、
体
調
の
変
化
な
ど
を

記
録
で
き
る
「
健
康
食
品
手
帳
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
健
康
食

品
の
利
用
状
況
の
メ
モ
を
と
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

是
非
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
健
康
食
品
に
関
す
る
普
及
啓
発
資
材
に

つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
健
康
食
品
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
動
画
、
冊
子
な
ど
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
健
康

食
品
の
リ
ス
ク
を
知
っ
て
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
サ
プ
リ
メ
ン
ト

と
の
付
き
合
い
方
」

　

健
康
食
品
を
適
正
に
使
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
短
尺
動
画
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。

＜

30
秒
動
画＞

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
食
品
ナ
ビ
」

　

健
康
食
品
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

https://www.tm
iph.m

etro.tokyo.
lg.jp/kj_shoku/kenkounavi/

●
冊
子
「
健
康
食
品
ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？
」

　

健
康
食
品
の
素
朴
な
疑
問
を
解
決
し
ま

す
。

https://www.tm
iph.m

etro.tokyo.
lg.jp/kj_shoku/kenkounavi/
kouhoumat/usohonto-2/

※
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
は

　

い
わ
ゆ
る
「
健
康
食
品
」
の
摂
取
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
既
に
摂
取
さ
れ

て
い
る
方
が
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
目
的
に
あ
っ
た
食
品
や
、
食
生

活
の
状
況
、
健
康
状
況
に
応
じ
て
、
安
全

か
つ
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
健
康
食
品
に
含
ま
れ
る
成
分
の
機

能
や
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
正
し
く
情

報
を
提
供
で
き
る
助
言
者
の
こ
と
で
す
。

（
消
費
者
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：

https://www.caa.go.jp/policies/
policy/standards_evaluation/
health_food/advisory_staff

）

＜都民フォーラムの様子＞

図１図２
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は
多
く
の
海
水
魚
に
寄
生
し
て
お
り
、
魚

種
や
季
節
を
問
わ
ず
、
魚
の
生
食
に
よ

り
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因

と
特
定
さ
れ
た
魚
種
も
、
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、

サ
ン
マ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
様
々
で
し
た
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に

は
、
①
加
熱
調
理
（
60
℃
で
１
分
以
上
又
は

70
℃
以
上
）、
②
冷
凍
処
理
（
中
心
部
ま
で

マ
イ
ナ
ス
20
℃
で
24
時
間
以
上
）
が
有
効
で

す
。
こ
れ
ら
の
工
程
を
経
な
い
場
合
に
は
、

漁
獲
後
速
や
か
に
内
臓
を
除
去
し
、
調
理
の

際
に
目
視
で
よ
く
確
認
す
る
な
ど
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

◎
植
物
性
自
然
毒

植
物
性
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
は
２
件
発

生
し
、
い
ず
れ
も
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
類
が
疑
わ

れ
る
事
例
で
し
た
。
こ
の
う
ち
１
件
は
飲
食

店
（
一
般
）
で
発
生
し
て
お
り
、
飲
食
店
に

お
け
る
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
が
疑
わ
れ
る
食
中
毒

事
例
は
、
平
成
20
年
以
来
で
し
た
。
い
ず
れ

の
事
例
も
、
個
人
が
山
菜
採
り
で
採
取
し
た

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
類
を
、「
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ

（
ウ
ル
イ
）」
と
誤
認
し
、
喫
食
又
は
飲
食
店

に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　

確
実
に
食
用
と
判
断
で
き
な
い
植
物
は
、

絶
対
に
「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
人
に

あ
げ
な
い
」を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
中
毒

予
防
三
原
則
①
つ
け
な
い
（
手
洗
い
な
ど
）、

②
増
や
さ
な
い
（
温
度
管
理
な
ど
、）
③
や
っ

つ
け
る
（
加
熱
な
ど
）
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
食
品
等
事

業
者
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
へ

の
取
組
み
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
営

業
者
は
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
み
を
考

え
て
衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
、
従
業
員
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
日
常
の
業
務
に
お
い

て
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
の
事
例
で
は
、
温
度
管
理

や
従
事
者
の
健
康
確
認
の
記
録
が
欠
落
し
て

い
た
例
、
衛
生
管
理
計
画
の
内
容
を
従
業
員

が
理
解
し
て
お
ら
ず
、
決
め
ら
れ
た
計
画
が

実
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
例
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

営
業
者
及
び
食
品
衛
生
責
任
者
の
皆
様
に

お
か
れ
て
は
、
日
々
の
記
録
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
実
態
に
即
し
て
衛
生
管
理
計
画
を
定

期
的
に
見
直
し
、
日
常
の
業
務
の
中
で
無
理

な
く
継
続
で
き
る
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

月
別
の
発
生
件
数
は
２
月
が
26
件
と
最

も
多
く
、
平
年
の
２
倍
に
達
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
４
月
及
び
７
月
も
そ
れ
ぞ
れ
14

件
と
な
り
、
い
ず
れ
も
平
年
を
上
回
る
発

生
件
数
で
し
た
。
月
間
の
発
生
件
数
が
20

件
を
超
え
た
の
は
平
成
30
年
９
月
（
31
件
）

以
来
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
７
年
は
冬
期
か
ら
初

夏
に
か
け
て
発
生
件
数
が
比
較
的
多
い
状
況

で
し
た
。
冬
期
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
繁
忙
期
に
よ
っ
て
従

事
者
の
健
康
管
理
や
衛
生
管
理
が
行
き
届
き

に
く
く
な
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

年
間
の
患
者
数
は
１
３
０
８
名
で
平
年

（
１
５
９
３
名
）
を
下
回
り
ま
し
た
。
発
生

件
数
が
平
年
を
上
回
っ
た
一
方
で
患
者
数

が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
の
食
中
毒
は
患
者
数
の
多
い
大
規
模

事
例
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

月
別
の
患
者
数
を
見
る
と
、
２
月
の

３
９
６
名
で
最
も
多
く
、
次
い
で
４
月
が

２
５
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
飲
食

概
況

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
の
東
京
都
に

お
け
る
食
中
毒
発
生
状
況
（
速
報
値
）
は
、

発
生
件
数
が
１
３
４
件
と
な
り
、
前
年
及
び

過
去
10
年
間
の
平
均
（
以
下
「
平
年
」
と
い

う
。）
を
上
回
り
ま
し
た
。
一
方
、
患
者
数

は
１
３
０
８
名
と
前
年
及
び
平
年
を
下
回
り

ま
し
た
。

　

主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

発
生
件
数
は
前
年
よ
り
増
加
し
、
平
年

も
上
回
り
ま
し
た
が
、
患
者
数
は
前
年
お

よ
び
平
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

②　

病
因
物
質
別
で
は
、
前
年
に
引
き
続
き

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
２
年
連
続

で
最
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

③　

原
因
施
設
別
で
は
、
例
年
と
同
様
、
飲

食
店
（
一
般
）
で
の
発
生
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
し
た
。

月
別
食
中
毒
発
生
状
況（
図
１
、図
２
）

　

月
別
食
中
毒
発
生
状
況
を
図
１
及
び
図
２

に
示
し
ま
し
た
。

　

年
間
の
発
生
件
数
は
１
３
４
件
と
な
り
、

平
年
（
１
２
５
・
８
件
）
を
や
や
上
回
る
結

ノ
ロ
、ア
ニ
サ
キ
ス
、カ
ン
ピ
ロ
が
８
割
占
め
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
件
数

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
件
数 

２
年
連
続
最
多

２
年
連
続
最
多

店
が
調
製
し
た
弁
当
に
お
い
て
患
者
数
が

１
０
０
名
以
上
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
事

例
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

原
因
施
設
別
発
生
状
況
（
表
１
）

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
を
表
１
に
示
し
ま

し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
飲
食
店
（
一
般
）
が
94
件

と
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
患

者
数
に
つ
い
て
も
飲
食
店
（
一
般
）
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
仕
出
し
や
集

団
給
食
施
設
で
は
、
１
件
当
た
り
の
患
者
数

が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
量

調
理
施
設
で
は
、
ひ
と
た
び
衛
生
管
理
に
不

備
が
生
じ
る
と
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
日
ご
ろ
か

ら
の
衛
生
管
理
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

病
因
物
質
別
発
生
状
況（
表
２
、図
３
）

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況
を
表
２
に
示
し
ま

し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
47
件

（
35
％
）
と
前
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で

最
多
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
ア
ニ
サ
キ
ス

が
41
件
（
31
％
）、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が

27
件
（
20
％
）
と
な
り
、
こ
れ
ら
上
位
３
物

質
で
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

患
者
数
で
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
８
１
４

名
（
62
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
ウ
エ
ル

シ
ュ
菌
が
１
７
５
名
（
13
％
）、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
が
１
４
９
名
（
11
％
）
で
し
た
。

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
か
ら
令
和
７

年
（
２
０
２
５
年
）
ま
で
の
主
な
病
因
物
質

別
発
生
件
数
の
推
移
を
図
３
に
示
し
ま
し

た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症

に
移
行
し
た
令
和
５
年
以
降
、
増
加
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
ア
ニ
サ
キ
ス
や
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
も
毎
年
一
定
数
の
発
生

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
特
定
の

病
因
物
質
だ
け
に
注
意
す
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
衛
生
管
理

が
大
切
で
す
。

◎
細
菌
性
食
中
毒

　

細
菌
性
食
中
毒
は
、
発
生
件
数
42
件

（
31
％
）、患
者
数
４
１
８
名（
32
％
）で
し
た
。

発
生
件
数
が
多
か
っ
た
病
因
物
質
は
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
次
い
で
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
で

し
た
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
は
27

件
発
生
し
、
患
者
数
は
１
４
９
名
で
し
た
。

多
く
の
事
例
で
、
一
般
飲
食
店
が
原
因
施
設

と
な
っ
て
お
り
、
10
月
を
除
き
、
年
間
を
通

じ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

鶏
刺
し
、
鶏
わ
さ
、
半
生
の
焼
き
鳥
な
ど
、

生
又
は
加
熱
不
十
分
な
鶏
肉
料
理
の
提
供
が

確
認
さ
れ
た
事
例
が
多
く
、
主
な
発
生
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鶏
肉
は
、
鮮
度
に
関
係
な
く
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒
起
因

菌
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
中
心
温
度
75
℃
で
１
分
以
上
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
十
分
な
加
熱
を
行
う
こ
と

が
、
食
中
毒
予
防
の
基
本
で
す
。
ま
た
、
調

理
器
具
や
調
理
従
事
者
の
手
指
を
介
し
た
他

の
食
品
へ
の
二
次
汚
染
に
も
注
意
し
、
食
材

の
適
切
な
保
管
や
器
具
類
の
使
い
分
け
、
十

分
な
手
洗
い
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
７
件
発

生
し
、
患
者
数
は
１
７
５
名
で
し
た
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
は
酸
素
を
嫌
う
性
質
を
持

ち
、
芽
胞
と
呼
ば
れ

る
耐
久
性
の
高
い
細

胞
構
造
を
形
成
す
る

た
め
、
加
熱
し
て
も

死
滅
せ
ず
生
き
残
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

加
熱
調
理
後
、
12
℃

か
ら
50
℃
の
温
度
域

で
急
速
に
増
殖
す
る

こ
と
か
ら
加
熱
調
理

後
の
放
冷
が
不
十
分

な
場
合
に
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

カ
レ
ー
や
煮
物
な

ど
は
大
鍋
で
一
度
に

大
量
調
理
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
患
者
数
が
多
く
な
り
や
す
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
、
前
日
に

調
理
し
た
牛
丼
の
具
を
大
鍋
の
ま
ま
保
管

し
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
室
内
で
翌
朝
ま

で
保
管
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌

が
増
殖
し
、
食
中
毒
に
至
っ
た
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
品
が
菌
の
増
殖
に
適

し
た
温
度
に
あ
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と

で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
調
理
後
は
す
ぐ

に
提
供
す
る
、
②
料
理
を
保
管
す
る
場
合

は
中
心
温
度
を
10
℃
以
下
又
は
55
℃
以
上

に
保
つ
、
③
加
熱
後
に
冷
却
す
る
場
合
は

小
分
け
す
る
な
ど
し
て
中
心
部
ま
で
速
や

か
に
冷
ま
す
、
④
提
供
前
に
再
加
熱
す
る

際
も
十
分
に
加
熱
す
る
（
芽
胞
の
状
態
で

な
い
菌
は
加
熱
に
よ
り
死
滅
し
ま
す
。）、

と
い
っ
た
対
策
が
有
効
で
す
。

◎
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
47
件
発

生
し
、
患
者
数
は
８
１
４
名
で
し
た
。

　

冬
期
は
一
般
的
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

期
で
あ
り
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
３
月
及
び

11
月
、
12
月
の
発
生
件
数
数
は
36
件
と
、
令

和
７
年
に
発
生
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

の
７
割
を
占
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
夏
期
の

６
月
及
び
８
月
に
も
そ
れ
ぞ
れ
１
件
ず
つ
発

生
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。
発
生
要
因
の
多
く
は
調
理
従
事
者

か
ら
の
二
次
汚
染
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
調
理
従
事
者
が
胃
腸
炎
症
状
を
呈
し
て

い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
な
が
ら
無
症
状
の
ま
ま
業
務
に
従

事
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
原

則
は
、
①
調
理
従
事
者
か
ら
の
食
品
汚
染
を

防
止
す
る
こ
と
（
お
う
吐
や
下
痢
等
の
症
状

の
あ
る
人
は
食
品
に
直
接
触
れ
る
作
業
を
し

な
い
、
手
洗
い
の
徹
底
、
手
袋
の
適
切
な
使

用
等
）、
②
調
理
器
具
等
か
ら
の
汚
染
を
防

止
す
る
こ
と
（
洗
浄
と
消
毒
の
徹
底
）、
③

食
材
由
来
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
失
活
さ
せ
る

こ
と
（
二
枚
貝
等
は
中
心
温
度
85
~
90
℃
で

90
秒
以
上
加
熱
）
で
す
。
ま
た
、
調
理
従
事

者
本
人
と
そ
の
家
族
の
健
康
状
態
に
も
注
意

し
、胃
腸
炎
症
状
等
の
異
常
が
あ
る
場
合
は
、

責
任
者
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◎
寄
生
虫

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
41
件
発
生

し
、
患
者
数
は
42
名
で
し
た
。
ア
ニ
サ
キ
ス

図 2　   月別患者数（令和７年（2025年）、
2016～2025年の10年間平均）（東京都）

表１　原因施設別発生状況（令和7年、東京都）
件数 患者数

飲食店

一般 94 809

すし 12 41

弁当 1 22

仕出し 1 130

集団給食
要許可 4 129

届出 0 0

魚介類販売業 3 3

そうざい製造業 1 52

家庭 1 5

その他 3 27

不明 14 90

合計 134 1,308

表 2　病因物質別発生状況（令和7年、東京都）
件数 患者数

細菌

カンピロバクター 27 149

ウエルシュ菌 7 175

腸管出血性大腸菌 3 15

黄色ブドウ球菌 2 57

サルモネラ 2 15

セレウス菌 1 7

ウイルス
ノロウイルス 47 814

Ａ群ロタウイルス 1 17

寄生虫 アニサキス 41 42

自然毒 植物性自然毒 2 3

不明 1 14

合計 134 1,308

�令和７年
��東京都の食中毒��
��発生状況〈速報〉

図 1　 月別発生件数（令和７年（2025年）、
2016～ 2025年の10年間平均）（東京都）

図 3　 主な病因物質別発生件数推移
（2016～ 2025年）（東京都）


